
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
に
、
昭
和
47
年
10

月
に
創
立
し
た
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
の
創

立
45
年
並
び
に
今
年
で
65
回
目
を
迎
え
た
富

山
県
芸
術
祭
を
記
念
す
る
式
典
と
、
第
３
回

富
山
ひ
ま
わ
り
賞
贈
呈
式
を
富
山
県
民
会
館

3
0
4
号
室
で
、
ま
た
、
祝
賀
会
を
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
３
階
「
鳳
」

に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
石
井
隆
一
富
山
県
知
事
を

は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
列
席
を
賜
り
、

協
会
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
し

て
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

芸
文
協
創
立
45
年
記
念
表
彰
で
は
、
故
・

岡
崎
星
秀
氏
が
特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

た
他
、
功
労
者
表
彰
に
は
、
モ
ナ
コ
世
界
演

劇
祭
総
裁
の
パ
ト
リ
ス
・
セ
ラ
リ
オ
氏
、
同

事
務
局
長
の
ベ
ア
ト
リ
ス
・
セ
ラ
リ
オ
氏
を

は
じ
め
と
す
る
35
名
、
感
謝
状
１
団
体
、
奨

励
賞
18
名
、
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞
５
名
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
65
回
県
芸
術
祭
記
念
表
彰
は
、
同
じ
く

故
・
岡
崎
氏
に
特
別
功
労
者
表
彰
を
、
さ
ら

に
功
労
者
表
彰
28
名
、
奨
励
賞
６
名
の
方
々

を
表
彰
し
、
吉
田
泉
芸
文
協
会
長
よ
り
、
受

賞
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
特
別
賞
は
、
和

田
朝
子
舞
踊
研
究
所
出
身
で
現
在
谷
桃
子
バ

レ
エ
団
に
所
属
の
檜
山
和
久
さ
ん
、
可
西
舞

踊
研
究
所
出
身
で
チ
ェ
コ
・
ボ
ヘ
ミ
ア
バ
レ
エ

団
プ
ラ
ハ
・
バ
レ
エ
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル

に
所
属
の
永
森
彩
乃
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
祝
賀
会
は
、
来
賓
、
受
賞
者
、
加
盟

団
体
の
役
員
を
は
じ
め
関
係
者
約
3
0
0
名

が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

県
能
楽
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
仕
舞
「
鶴
亀
」
に
始
ま
り
、
吉
田
会
長

の
挨
拶
に
続
い
て
、
石
井
隆
一
富
山
県
知
事

か
ら
お
祝
い
の
お
こ
と
ば
を
頂
戴
し
た
他
、

板
倉
均
北
日
本
新
聞
社
社
長
に
乾
杯
の
ご
発

声
を
頂
き
ま
し
た
。
県
日
本
舞
踊
協
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
日
舞
「
狸
屋
島
」、
県
オ
ペ
ラ

協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
献
呈
」
や
「
宝
石

の
歌
」
が
披
露
さ
れ
、
華
を
添
え
て
頂
き
ま

し
た
。

祝
賀
会
は
、
横
山
豊
介
参
議
の
中
締
め

に
続
き
、
江
幡
春
濤
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
に
て
和
や
か
に
終
了
し
ま
し
た
。
ご
出
席

の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
温
か
い
激
励
を
賜

り
、
盛
大
な
祝
い
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

―第３回富山ひまわり賞贈呈式も併せて挙行―

富山県芸術文化協会創立45年・第65回富山県芸術祭
記念式典と祝賀会を盛大に挙行

記念式典

第３回富山ひまわり賞　贈呈式

石井知事より
ご祝辞

板倉社長による
祝賀会の乾杯の

ご発声
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第
41
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展
を
９

月
10
日
㈯
〜
13
日
㈫
ま
で
の
４
日
間
、

富
山
県
民
会
館 

美
術
館
・
地
下
展
示

室
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、

書
、
写
真
の
６
部
門
に
、
1
4
7
4
点

が
寄
せ
ら
れ
、
入
賞
・
入
選
作
品
の

9
5
9
点
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

10
日
㈯
の
開
会
式
は
増
山
理
恵
さ
ん

の
フ
ル
ー
ト
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
日
下

葵
さ
ん
（
可
西
舞
踊
研
究
所
）
の
司
会

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

美
術
展
に
寄
せ
ら
れ
た
魚
津
高
校
１
年

の
魚
住
采
希
さ
ん
の
詩
「
わ
た
し
が
髪

を
切
っ
た
理
由
」
が
、
島
彩
乃
さ
ん

（
可
西
舞
踊
研
究
所
）
に
よ
っ
て
朗
読

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
後
は
各
部

門
の
展
示
場
で
審
査
員
や
実
行
委
員
に

よ
る
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
３
時
20
分
か
ら
は
、
富
山
県
民

会
館
３
０
４
号
室
で
、
富
山
県
立
近
代

美
術
館
副
館
長
の
杉
野
秀
樹
氏
に
よ

る
「
想
像
と
創
造　

ア
ー
ト
は
無
限
に

広
が
る
世
界
」
と
題
し
た
美
術
講
座
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ア
ー
ト
（
美
術
）
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
つ
い
て

や
、
想
像
力
と
は
何
か
な
ど
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
、
参
加
者
は
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
オ
ー

プ
ン
す
る
新
美
術
館
に
つ
い
て
も
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
午
後
４
時
か
ら
の
表
彰
式
は
、

車
谷
市
朗
県
生
活
環
境
文
化
部
次
長
、

㔟
藤
和
弘
北
日
本
新
聞
社
取
締
役
編
集

局
長
を
来
賓
に
迎
え
て
行
い
ま
し
た
。

大
賞
受
賞
者
ら
に
は
、
吉
田
泉
芸
文
協

会
長
よ
り
賞
状
と
楯
が
、
㔟
藤
局
長
よ

り
北
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
賞
・
北
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
奨
励
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

入
賞
し
た
主
な
作
品
は
、
９
月
17
日

㈯
〜
19
日
（
月
・
祝
）
に
同
じ
く
富
山

県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
県
民
芸
術

文
化
祭
２
０
１
６
」
の
生
活
文
化
展
で

も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
賞
】
受
賞
者
（
敬
称
略
）

絵
画
部
門　
　
　
　
　

畑　
　

華
純

彫
刻
部
門　
　
　
　
　

中
島　

早
紀

工
芸
部
門　
　
　
　
　

梶
原　

大
輔

デ
ザ
イ
ン
部
門　
　
　

宇
佐
美
有
希

書
部
門　
　
　
　
　
　

荒
木
都
有
佑

９
月
25
日
㈰
〜
10
月
１
日
㈯
に
か
け

て
、「
こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事

業
」
と
し
て
、
田
中
バ
レ
エ
研
究
所
の

利
田
み
さ
き
代
表
と
研
究
生
の
鈴
木
和

さ
ん
を
遼
寧
省
瀋
陽
市
の
遼
寧
バ
レ
エ

学
校
に
派
遣
し
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
派
遣
事
業

は
今
回
で
10
回
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

述
べ
98
名
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
本

県
の
子
ど
も
達
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

技
術
の
向
上
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。
２
人
は
中
国
が
世
界
に
誇
る

遼
寧
バ
レ
エ
学
校
の
熱
心
な
指
導
を
目

の
当
た
り
に
し
、
多
く
の
刺
激
を
受
け

て
帰
国
し
ま
し
た
。

第
41
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

こ
ど
も
バ
レ
エ

遼
寧
省
派
遣
事
業

開会式

美術講座　講師 杉野秀樹先生
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９
月
17
日
㈯
〜
19
日
（
月
・
祝
）
に
富
山
県
民

会
館
で
、
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
６
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

県
邦
楽
協
会
、
藤
邦
会
、
華
松
会
、
紗
枝
の
会
に

よ
る
祝
儀
舞
「
長
唄
『
鶴
亀
』」
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
日
舞
、
民
謡
、
剣
詩
舞
、
箏
演
奏

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
洋
舞
、
声
楽
、
室
内
楽
、

吹
奏
楽
、
合
唱
と
、
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
典
で
は
、
県
部
門
功
労
（
文
化
分
野
）

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
に
は
海
外
の
子
供

た
ち
が
描
い
た
児
童
画
が
多
数
展
示
さ
れ
、
賑
わ

い
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

ま
た
、
国
際
交
流
公
演
で
は
、
チ
ェ
コ
・
プ

ラ
ハ
芸
術
大
学
非
言
語
学
科
に
よ
る
「
ス
ケ
ー

タ
ー
」「
あ
な
た
の
た
め
に
行
く
で
し
ょ
う
」

「
コ
ー
ヒ
ー
」「
不
死
」
の
４
演
目
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
洗
練
さ
れ
た
舞
台
は
、
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

生
活
文
化
展
は
、
県
内
13
流
派
と
一
般
公
募
に

よ
る
い
け
ば
な
、
美
術
作
品
の
展
示
（
県
青
少
年

美
術
展
の
作
品
を
含
む
）
や
、
県
内
3
流
派
に
よ

る
お
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
音
楽
や
舞
踊
な
ど
の
多
彩
な
公
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

10
月
２
日
㈰
に
富
山
県
利
賀
芸
術
公
園
の
新
利

賀
山
房
で
「
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ガ
ラ
・
イ
ン
利
賀

２
０
１
６
」（
可
西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）
を
開

催
し
ま
し
た
。
特
別
招
待
作
品
と
し
て
関
東
地
区

か
ら
モ
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ
が
参
加
。
そ
の
他
に
も
県

外
９
団
体
・
県
内
６
団
体
が
出
演
し
、
多
彩
で
高

度
な
舞
台
を
展
開
し
ま
し
た
。
合
掌
造
り
の
独
特

な
内
的
空
間
の
劇
場
に
お
い
て
至
近
距
離
で
出
演

者
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
終
演
後
は
感
動
の
一
体

感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

出
演
団
体
：

モ
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ
（
関
東
地
区
）、
あ
ー
と
だ

ん
す
・
さ
っ
ぽ
ろ
（
北
海
道
）、
平
多
浩
子
舞
踊

研
究
所
（
宮
城
県
）、
川
村
泉
舞
踊
団
（
秋
田
県
）、

M
. D

ance Scene 

池
内
新
子
／
池
田
素
子
ス

タ
ジ
オ
（
東
京
都
）、705 M

oving C
o.

（
東

京
都
）、
さ
く
ま
・
さ
か
き
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ

ジ
オ
（
神
奈
川
県
）、
Ｋ
Ｃ
Ｓ
中
西
優
子
ダ
ン
ス

ス
ペ
ー
ス
（
石
川
県
）、
石
原
完
二
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
・
ス
タ
ジ
オ
（
京
都
府
）、N

A
O

 D
A

N
C

E
 

ST
U

D
IO

（
愛
媛
県
）、
可
西
舞
踊
研
究
所
、
和

田
朝
子
舞
踊
研
究
所
、
中
川
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
ア
カ

デ
ミ
ー
、
谷
井
よ
う
子
舞
踊
研
究
所
、
ニ
シ
ム
ラ

ヤ
ス
コ
ダ
ン
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
フ
ェ
ア
リ
ー
バ

レ
エ
シ
ア
タ
ー
（
富
山
県
）

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
１
６

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
６　

可
西
晴
香
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

全
日
本
地
域
選
抜
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ガ
ラ
・
イ
ン
利
賀
２
０
１
６

国際交流公演
（チェコ・プラハ芸術大学非言語学科）

オープニングフェスティバル・フィナーレ

「頷く男」モダンディーズ「Raise」川村泉舞踊団
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10
月
10
日
（
月
・
祝
）
に
「
日
舞
・

洋
舞
・
邦
楽
公
演
」（
和
田
伊
通
子
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
）
を
富
山
県
利
賀
芸
術
公

園
の
利
賀
大
山
房
で
行
い
ま
し
た
。
県

内
外
か
ら
日
舞
、
洋
舞
、
邦
楽
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
集
い
、
趣
あ
る
利

賀
の
舞
台
に
て
様
々
な
演
目
が
上
演
さ

れ
ま
し
た
。

公
演
は
、「
越
天
楽
変
奏
曲
」
の
美

し
い
箏
曲
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
続
く

「
水
の
変
態
」
で
は
黒
川
真
理
さ
ん
と

大
谷
祥
子
さ
ん
が
美
し
い
音
色
を
奏

で
、「
ゆ
れ
る
秋
」
で
は
、
黒
川
真
理

さ
ん
の
箏
曲
と
和
田
朝
子
さ
ん
の
洋
舞

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
観
客
た
ち

を
魅
了
し
ま
し
た
。
洋
舞
の
「
金カ

ナ
リ
ア

糸
雀

最
後
に
見
る
夢
は
…
」
で
は
、
柳
下
規

夫
さ
ん
、
平
山
素
子
さ
ん
、
檜
山
和
久

さ
ん
（
谷
桃
子
バ
レ
エ
団
）、
津
田
ゆ

ず
香
さ
ん
（
井
上
恵
美
子
ダ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
）
な
ど
県
外
の
ダ
ン
サ
ー
を
迎

え
、
県
内
か
ら
は
松
理
沙
さ
ん
（
和
田

朝
子
舞
踊
研
究
所
）
が
出
演
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
日
舞
で
は
芸
術
選
奨
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
藤
間
蘭
黄

さ
ん
と
藤
間
流
家
元
藤
間
勘
右
衛
門
派

師
範
の
藤
間
寿
美
穂
さ
ん
が
、
清
元

「
阿

い
き
も
あ
っ
ぱ
れ
こ
り
の
た
て
ひ
き

吽
秋
晴
狐
狸
競
―
わ
ざ
く
ら
べ

―
」
を
演
じ
、
観
客
席
か
ら
は
大
き
な

笑
い
や
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

利
賀
大
山
房
の
観
客
席
は
満
席
と
な

り
、
秋
が
深
ま
る
利
賀
で
展
開
し
た
日

舞
・
洋
舞
・
邦
楽
公
演
は
大
成
功
を
収

め
ま
し
た
。

と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
２
０
１
６　

和
田
伊
通
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

日
舞
・
洋
舞
・
邦
楽
公
演

９
月
20
日
㈫
〜
24
日
㈯
ま
で
、
中

国
遼
寧
省
瀋
陽
市
の
遼
寧
美
術
館
で

「
富
山
県
・
遼
寧
省
友
好
写
真
交
流
展

２
０
１
６
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
富
山

県
と
遼
寧
省
は
１
９
８
４
年
に
友
好
県

省
締
結
以
来
、
文
化
交
流
の
絆
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

今
回
は
富
山
県
か
ら
50
点
、
遼
寧
省

か
ら
50
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
富
山

か
ら
は
中
尾
譲
治
県
美
術
連
合
会
前
会

長
が
開
会
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
設
さ
れ
た
遼
寧
省
博
物
館
の
視
察
や
、

盤
錦
市
青
年
撮
影
家
協
会
の
メ
ン
バ
ー

と
紅
海
灘
風
景
区
を
撮
影
し
、
交
流
を

深
め
合
い
ま
し
た
。

第
11
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会「
北

日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」は
、
10

月
20
日
㈭
に
富
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
、
県
内
の
芸
術
関
係
者
の
中
か
ら
ゴ

ル
フ
愛
好
者
が
集
い
、
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
秋
晴
れ

で
、
参
加
し
た
29
名
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
た

ち
は
白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

濱
田
興
隆
さ
ん
が
見
事
総
合
優
勝
さ

れ
、
茶
道
家
の
桃
野
宗
重
さ
ん
と
㈱
新

富
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
小
林
雄
太
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ス
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

プ
レ
ー
後
、
同
ク
ラ
ブ
で
表
彰
式
と

懇
親
会
を
開
催
し
、
各
賞
の
受
賞
者
に

賞
品
が
贈
ら
れ
、
上
位
入
賞
者
に
は
板

倉
均
北
日
本
新
聞
社
社
長
よ
り
ト
ロ

フ
ィ
ー
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
も
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

多
数
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

富
山
県
・
遼
寧
省
友
好
写
真
交
流
展
２
０
１
６

第
11
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会

「水の変態」

「金糸雀　最後に見る夢は…」

清元「阿吽秋晴狐狸競 ― わざくらべ― 」

左から小林さん、濱田さん、桃野さん
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【
洋
舞
部
門
】

（
利
田
み
さ
き
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

９
月
19
日（
月
・
祝
）〜
20
日
㈫

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
エ
リ
シ
ュ
カ
・
ブ
ル
ト
ニ
ツ

カ
ー
先
生（
チ
ェ
コ
プ
ラ
ハ
芸
術
大

学
パ
ン
ト
マ
イ
ム
学
科
舞
踊
研
究
家
）

　

県
洋
舞
協
会
所
属
団
体
の
ダ
ン
サ
ー

な
ど
を
対
象
に
、
楽
し
く
パ
ン
ト
マ
イ

ム
の
基
礎
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
ま
し
た
。

【
邦
楽
部
門
】

（
瀬
尾
雅
臣
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

10
月
21
日
㈮
〜
22
日
㈯

北
日
本
新
聞
越
中
座
、　

富
山
県
教

育
文
化
会
館

講
師
＝
稀
音
家
義
丸
先
生
（
唄
）

　

参
加
者
は
、
唄
、
三
味
線
に
つ
い
て

稀
音
家
先
生
か
ら
熱
心
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
演
奏
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

【
オ
ペ
ラ
部
門
】

（
串
田
淑
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

10
月
29
日
㈯
〜
30
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
中
村
敬
一
先
生
（
台
本
作

家
・
演
出
家
）

　
「
笠
地
蔵
」
〜
大
晦
日
の
奇
蹟
〜
の

台
本
作
家
で
演
出
家
で
あ
る
中
村
先
生

よ
り
、
12
月
の
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
本

番
に
向
け
演
技
指
導
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

【
オ
ペ
ラ
部
門
】

（
串
田
淑
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

11
月
12
日
㈯
〜
13
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
、
富
山
県
民

会
館

講
師
＝
松
井
和
彦
先
生
（
作
曲
家
・

指
揮
者
）

「
笠
地
蔵
」
〜
大
晦
日
の
奇
蹟
〜
の
作

曲
家
で
指
揮
者
で
あ
る
松
井
先
生
よ
り
、

12
月
の
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
本
番
に
向

け
合
唱
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

芸
文
協
創
立
45
年
・
第
65

回
富
山
県
芸
術
祭
記
念

表
彰
、祝
賀
会

寄
付
金
一
覧（
敬
称
略
）

劇
団
文
芸
座

�

小
泉　
　

博

㈱
立
山
興
産

黒
川
邦
楽
院

�

黒
川　

雅
皓

黒
川
邦
楽
院

�

黒
川　

真
理

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

�

和
田　

朝
子

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

�

和
田
伊
通
子

可
西
舞
踊
研
究
所

�

可
西　

晴
香

日
本
北
陸
書
道
院

�

青
柳　

志
郎

田
中
バ
レ
エ
研
究
所

�

柚
木
喜
久
子

田
中
バ
レ
エ
研
究
所

�

利
田
み
さ
き

富
山
県
茶
道
連
盟

富
山
県
華
道
連
合
会

富
山
県
洋
舞
協
会

平
成
28
年
度

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業　
（
洋
舞
・
邦
楽
・
オ
ペ
ラ
）

（洋舞部門）エリシュカ・ブルトニツカー先生

（邦楽部門）稀音家義丸先生

（オペラ部門）中村敬一先生

（オペラ部門）松井和彦先生
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平
成
28
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

の
最
初
の
公
演
を
、
８
月
22
日
㈪
社
会

福
祉
法
人
わ
か
く
さ
福
祉
会
新
庄
さ
く

ら
保
育
園
に
於
い
て
行
い
ま
し
た
。
富

山
第
一
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
が「
勇
気

1
0
0
％
」や「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー

チ
」な
ど
園
児
に
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
演

奏
し
、
園
児
た
ち
も
大
き
な
声
で
歌
っ

た
り
、
手
拍
子
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
山
の
音
楽
家
」で

は
楽
器
の
紹
介
を
し
て
楽
器
を
演
奏
す

る
楽
し
さ
を
園
児
た
ち
に
伝
え
ま
し
た
。

８
月
23
日
㈫
に
南
砺
市
立
福
光
東
部

か
が
や
き
保
育
園
で
行
っ
た
大
正
琴
と
洋

舞
の
公
演
で
は
、
琴
伝
流
大
正
琴
琴
清
会

花
組
と
可
西
舞
踊
研
究
所
が
出
演
。
大

正
琴
公
演
に
は
、
声
楽
家
の
田
形
縁
氏
も

参
加
し
、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」

や「
３
６
５
日
紙
飛
行
機
」を
息
の
合
っ
た

大
正
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
瑞
々
し
い
澄

ん
だ
声
で
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
洋
舞
公
演

で
は
、
可
西
舞
踊
研
究
所
が
表
現
力
豊

か
に「
雨
を
待
つ
…
花
」な
ど
６
演
目
を
披

露
。
洗
練
さ
れ
た
美
し
い
踊
り
に
園
児
た

ち
は
目
を
輝
や
か
せ
な
が
ら
見
て
い
て
、

真
似
て
一
緒
に
踊
る
子
も
い
ま
し
た
。

８
月
24
日
㈬
社
会
福
祉
法
人
西
本
願

寺
高
岡
福
祉
会
さ
く
ら
保
育
園
で
は
、

詩
吟
剣
舞
と
日
本
舞
踊
の
公
演
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
の
詩
吟
剣
舞
公
演

は
、
渋
川
流
剣
詩
舞
道
天
蕙
会
が「
白
虎

隊
」な
ど
４
演
目
を
披
露
。
迫
力
あ
る

剣
さ
ば
き
や
扇
子
を
使
っ
た
凛
々
し
い

舞
に
園
児
た
ち
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
辰
巳
千
寿
氏
、
藤
間
弥
祢
松
社
中
、

藤
間
香
寿
富
氏
の
日
本
舞
踊
公
演
は
、

「
江
戸
祭
り
」、「
雨
降
り
お
月
・
さ
く
ら

さ
く
ら
」、「
越
後
獅
子
」の
３
演
目
を
披

露
。
傘
や
晒
し
な
ど
多
様
な
小
道
具
を

使
っ
て
見
て
い
て
楽
し
い
公
演
に
な
り

ま
し
た
。

10
月
15
日
㈯
は
、
滑
川
市
立
東
部
小

学
校
に
お
い
て
、
能
楽
の
富
山
県
宝
生

会
と
観
世
流
富
山
松
友
会
、
洋
楽
の
と

や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｏ
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ｓ（
オ
ア
シ
ス
）が
出
演
。
能
楽
公
演
で

は「
小
袖
曽
我
」と「
船
弁
慶
」２
演
目
を

披
露
。
ま
た
山
崎
健
氏
が
能
楽
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
能
楽
を
よ

り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

洋
楽
公
演
で
は「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」や「
美
女

と
野
獣
」な
ど
６
曲
を
演
奏
。
美
し
い

音
色
に
よ
る
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
演
奏

に
生
徒
た
ち
は
満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

ま
た
、
途
中
に
フ
ル
ー
ト
、
ハ
ー
プ
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
楽
器
紹
介
を
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
楽
器
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

10
月
27
日
㈭
に
社
会
福
祉
法
人
魚
津

保
育
会
魚
津
保
育
園
で
声
楽
の
公
演
を

行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ａ

（
ピ
ッ
コ
リ
ー
ナ
）と
ピ
ア
ノ
の
奥
田
知

絵
氏
が
出
演
し
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ
よ

り「
さ
ん
ぽ
」な
ど
園
児
の
好
き
な
曲
か

ら
、
イ
タ
リ
ア
の
歌「
私
の
お
父
様
」、

「
激
し
い
希
求
」な
ど
多
彩
な
曲
を
披
露
。

イ
タ
リ
ア
の
歌
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ａ（
ピ
ッ
コ
リ
ー
ナ
）の
谷
村
清
香

氏
と
松
崎
加
代
子
氏
が
独
唱
し
、
心
に

響
く
歌
声
で
情
熱
的
な
感
情
を
表
現
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
し
あ
わ
せ
な
ら
手
を

た
た
こ
う
」で
は
曲
に
合
わ
せ
て
園
児
た

ち
は
手
遊
び
を
し
て
、
公
演
は
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
28
年
度　

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

８月22日　社会福祉法人わかくさ福祉会 新庄さくら保育園

８月23日　南砺市立福光東部かがやき保育園

８月24日　社会福祉法人西本願寺高岡福祉会 さくら保育園

10月15日　滑川市立東部小学校

10月27日　社会福祉法人魚津保育会 魚津保育園
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第
３
回
東
京
シ
テ
ィ
・
バ
レ
エ
団

全
国
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
部
門

�

第
６
位　

武
岡
昂
之
介

富
山
県
部
門
功
労
文
化
分
野

表
彰

�

宮
腰　
　

昇

�

富
山
県
彫
刻
家
連
盟

�

藤
間
紋
之
助

�

中
川　

文
可

�

中
川　

宗
亮

�

松
村　

貞
之

�

妻
木　

雪
山

�

杵
屋
弥
三
貴
美

北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞

�

奥
貫　

晴
弘

�

富
山
国
際
職
藝
学
園

北
日
本
新
聞
文
化
賞
特
別
賞

 
M

r.Patrice C
ELLAR

IO

北
日
本
新
聞
地
域
社
会
賞

�

宇
奈
月
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

�

音
楽
祭
実
行
委
員
会

改
組
新
第
３
回
日
展
特
選

�

大
野　

秋
次

�

谷
口　

信
夫

�

森
田　

一
成

泉
鏡
花
記
念
金
沢
市
民
文
学
賞

�

久
泉　

迪
雄

富
山
市
表
彰
教
育
文
化
功
労

�

加
藤　
　

淳

富
山
県
功
労
表
彰

�

水
口　

香
魚

�

山
本　
　

清

�

松
下　

正
樹

�

と
や
ま
こ
ど
も
芸
術

�

活
動
支
援
協
議
会

富
山
県
教
育
功
労
表
彰

�

鍜
治　

伸
也

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
創
立

45
年　

記
念
表
彰

◎
特
別
功
労
者
表
彰

�

故　

岡
崎　

星
秀

◎
功
労
者
表
彰

 
M

r.Patrice C
ELLAR

IO

 
M

s.Béatrice CELLARIO

�

西
川
扇
重
貞

�

清
水　

宗
津

�

筏
井
豊
華
城

�

丸
箸　

芳
悦

�

舘　
　
　

聖

�

江
尻
千
鶴
子

�

鈴
木
琴
玄
清

�

石
田
雅
楽
穂

�

麻
生
豊
心
笑

�

中
川　

宗
亮

�

岡
部
康
宇
山

�

谷
井　

美
夫

�

川
合　

史
光

�

工
藤　

泰
竹

�

大
橋　

秀
顯

�

坂
田　

岳
瑛

�

中
尾　

譲
治

�

松
村　

貞
之

�

佐
藤
松
博
武

�

藤
間
勘
登
栄

�

宮
永　

圭
子

�

熊
谷
喜
美
子

�

坂
本　

和
彦

�

藤
井　
　

武

�

ニ
シ
ム
ラ
ヤ
ス
コ

�

水
島　

尚
道

�

宮
本　

範
子

�

花
川　

吉
蝶

�

津
田
千
香
子

�

山
辺　

知
代

�

武
岡　

と
も

�

黒
川　

真
理

�

川
幡　

磨
美

◎
感　

謝　

状
�

富
山
県
文
化
振
興
財
団

◎
奨　

励　

賞

�

砂
田　

洋
子

�

黒
田　

煇
月

�

若
栗　

清
子

�

四
十
谷
敏
子

�

筏
井
豊
華
翔

�

上
岸　

泰
子

�

川
村　

文
乃

�

丸
山
美
由
紀

�

相
澤
文
以
千
惠

�

髙
見　

麻
未

�

鈴
木　

絢
弓

�

橋
本　

雪
乃

�

金
田
祐
貴
子

�

横
田
ほ
の
華

�

永
森　

彩
乃

�

山
口　

京
香

�

桂
井　

優
依

�

藤
間
寿
賀
倫

◎
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞

�

坂
田　

夏
凜

�

齊
田　

朱
李

�

吉
谷
梨
紗
子

�

越
後　

彩
香

�

武
岡
昂
之
介

第
65
回
富
山
県
芸
術
祭
記
念

表
彰

◎
特
別
功
労
者
表
彰

�

故　

岡
崎　

星
秀

◎
功
労
者
表
彰

�

稲
垣　

美
梢

�

大
塚　

敞
山

�

西
尾　

洋
子

�

矢
野
美
保
子

�

長
瀬　

天
帆

�

水
上　

秀
洸

�

谷
川　

流
月

�

藤
間　

松
山

�
竹
内　

宗
栄

�

富
士
原
文
以
千
乃

�

藤
間
藤
紗
枝

�

長
原　

和
美

�

宮
腰　
　

昇

�

葊
野　

梨
川

�

立
川　

善
治

�

木
口　

瑞
木

�

松
原　

星
気

�

平
田　

義
人

�

山
﨑　

孝
司

�

西
川　

扇
博

�

黒
崎　

隆
憲

�

白
銀　

裕
子

�

東
海
希
代
里

�

松
井
希
代
恵

�

和
田
伊
通
子

�

中
川　

文
可

�

松
下　

美
規

�

片
岸　

香
里

◎
奨　

励　

賞

�

岩
本　

博
之

�

岸
本　

美
佳

�

古
井　

晴
香

�

松　
　

理
沙

�

筏
井
豊
華
優

�

押
田　
　

栞

第
３
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞

◎
特　

別　

賞

�

檜
山　

和
久

�

永
森　

彩
乃

秋
の
叙
勲　

瑞
宝
小
綬
章

�

塚
原　

鐵
二

�

堀
内　

和
夫

�

山
下　

富
雄

地
域
文
化
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰

�

立
川　

善
治

第
31
回
ヨ
コ
ハ
マ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

❖
モ
ダ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
1
部

　

1
位　

可
西
舞
踊
研
究
所

�

清
水
美
莉
花

�

水
野　

紗
希

�

水
越　

陽
香

�

明
瀬　

雛
乃

　

2
位　

可
西
舞
踊
研
究
所

�

布
村　

悠
稀

�

布
村　

瑞
稀

◎
赤
い
靴
賞

　

可
西
舞
踊
研
究
所

�

大
木　

郁
乃

�

四
十
住
一
葉

�

柳
澤　

遥
奈

　

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

�

加
賀
見
美
咲

�

柴
原　

世
奈

�

松
井　

未
來

�

棚
元　

祐
吏

❖
モ
ダ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
2
部�

◎
赤
い
靴
賞

　

可
西
舞
踊
研
究
所

�

日
下　
　

葵

�

緑
川　

雅
月

❖
ク
ラ
シ
ッ
ク
ジ
ュ
ニ
ア
1
部

◎
努
力
賞

　

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

�

内
橋
来
琉
未

◎
赤
い
靴
賞

　

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

�

澤　

ひ
か
り

�

中
瀬　

愛
菜

�

古
城　

愛
子

● 
お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
平
成
28
年
8
月
以
降
受
賞
順
・
敬
称
略
・
記
名
順
不
同
）
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さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

セ
・
ラ
・
ヴ
ィ
」（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
）

︱
和
の
調
べ
に
の
せ
て
︱

10
月
9
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
そ
れ
い
ゆ

砺
波
認
証
20
周
年
記
念
事
業

10
月
23
日
㈰

ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ

内
山
邸「
紅
葉
即
詠
歌
会
と
大
伴
家
持

の
魅
力
」

11
月
3
日（
木
・
祝
）

富
山
県
民
会
館
分
館 

内
山
邸

第
35
回
叢
声
楽
苑

フ
レ
ン
ド
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
5
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ　

ア
ト
リ
ウ
ム

演
人
全
開
血
が
滾
っ
て
き
た
ぜ
！

第
19
回
公
演

11
月
11
日
㈮
〜
11
月
13
日
㈰

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

さ
わ
や
か
コ
ン
サ
ー
ト

ポ
ル
ト
ガ
ル
ギ
タ
ー
＆
マ
ン
ド
リ
ン

ア
コ
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ

11
月
12
日
㈯

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

男
声
合
唱
団
K
＆
ク
ル
ー
第
37
回
演
奏
会

11
月
19
日
㈯

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

短
歌
の
こ
だ
ま
in
宇
奈
月
2
0
1
6

11
月
19
日
㈯
〜
11
月
20
日
㈰

黒
部
市
宇
奈
月
国
際
会
館
セ
レ
ネ

第
23
回
秋
を
彩
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

11
月
19
日
㈯
〜
11
月
20
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル

ジ
ャ
ス
タ
・
イ
ン
・
ト
ヤ
マ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
公
開
レ
ッ
ス
ン

11
月
19
日
㈯
〜
11
月
20
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

大
練
習
室
4（
19
日
）、

リ
ハ
ー
サ
ル
室（
20
日
）

小
さ
な
音
楽
会

11
月
23
日（
水
・
祝
）

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
18
回
北
陸
創
玄
展

12
月
2
日
㈮
〜
12
月
4
日
㈰

富
山
県
民
会
館
地
階
展
示
室

第
21
回
書
燈
社
書
作
展

12
月
3
日
㈯
〜
12
月
5
日
㈪

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル

再
興
第
1
0
1
回
院
展
富
山
展

12
月
8
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈰

富
山
県
民
会
館
展
示
室

第
21
回
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
発
表
会

12
月
11
日
㈰

高
周
波
文
化
ホ
ー
ル

劇
団
文
芸
座　

南
極
公
演

伊
賀
山
昌
三
翻
案

「
結
婚
の
申
し
込
み
」公
演

12
月
14
日
㈬
〜
12
月
27
日
㈫

南
極
大
陸
ユ
ニ
オ
ン
グ
レ
ー
シ
ャ
ー

基
地
1
回
公
演
、

チ
リ 

プ
ン
タ
・
ア
レ
ナ
ス
1
回
公

演
第
26
回
富
山
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
16
日
㈮

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
42
回
金
沢
美
大
出
身
作
家 

け
や
き
展

（
K
A
N
A
B
I
S
M
富
山
け
や
き
展
）

12
月
17
日
㈯
〜
12
月
20
日
㈫

富
山
県
民
会
館
美
術
館

丸
山
美
由
紀
ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

V
ｏ
ｌ
・
5

12
月
18
日
㈰

ア
ー
ト
サ
ロ
ン
コ
ス
モ

第
52
回
第
九
交
響
曲

歓
喜
の
夕
べ　

2
0
1
6

12
月
25
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

大
川
都
バ
レ
エ
教
室
第
34
回
発
表
会

12
月
25
日
㈰

黒
部
市
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

び
〜
め
ん
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
公
演
ｖ
ｏ
ｌ
・
14

び
〜
め
ん
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
10
周
年
記
念
公
演

「
そ
れ
か
ら
」

12
月
28
日
㈬

富
山
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

新
春
を
寿
ぐ
青
柳
志
郎
三
代
展

1
月
6
日
㈮
〜
2
月
12
日
㈰

樂
翠
亭
美
術
館

第
4
回
P
h
o
t
o 

写
楽
展

1
月
7
日
㈯
〜
1
月
9
日
㈪

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

第
42
回
定
期
演
奏
会

1
月
15
日
㈰

オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

第
23
回
K
M
C
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
1
7

1
月
15
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
17
回
と
や
ま
青
少
年
伝
統
芸
能
祭

1
月
22
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

草
月
会
富
山
県
支
部
三
創
会
い
け
ば
な
展

1
月
28
日
㈯
〜
1
月
29
日
㈰

創
造
の
森　

越
中
座

第
5
回
刻
ア
ー
ト
T
e
n

2
月
8
日
㈬
〜
2
月
13
日
㈪

福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

野
原
み
ど
り
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

〜
第
34
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

予
選
課
題
曲
よ
り
〜

2
月
12
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

hoB
B

it w
ith A

rcus V
ocal C

oncert

〜B
e O

ur G
uest

〜

2
月
18
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
53
回
富
山
大
学
合
唱
団
定
期
演
奏
会

2
月
25
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

劇
団
P
．O
．D
．第
47
回
公
演

「
曲
が
れ
！
ス
プ
ー
ン
」

2
月
25
日
㈯
〜
2
月
26
日
㈰

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

音
劇 

北
前
船

〜
と
や
ま
か
ら
新
た
な
鼓
動
〜

2
月
26
日
㈰

本
公
演
：
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

地
域
交
流
事
業
：
富
山
県
教
育
文
化

会
館
、
富
山
市
内
公
民
館
、
富
山
市

内
中
学
校
ほ
か

合
唱
団「
樂
音
樹
」第
7
回
演
奏
会

2
月
26
日
㈰

富
山
県
教
育
文
化
会
館

第
24
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

3
月
2
日
㈭
〜
3
月
7
日
㈫

高
岡
大
和
4
階
催
事
ホ
ー
ル

龍
生
派
創
流
1
3
0
周
年
・

富
山
支
部
創
立
40
周
年
記
念
花
展

3
月
11
日
㈯
〜
3
月
12
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル
2
階
展
示
ホ
ー
ル

第
34
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
34
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

コ
ン
ク
ー
ル
予
選
：
3
月
18
日
㈯
、

3
月
19
日
㈰

コ
ン
ク
ー
ル
本
選
：
3
月
20
日（
月
・
祝
）

新
人
演
奏
会
：
3
月
19
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

富
山
芙
蓉
吟
詠
会

創
立
十
周
年
記
念
吟
道
大
会

4
月
9
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

改
組
新
第
3
回
日
展
富
山
展

4
月
15
月
㈯
〜
5
月
7
㈰

富
山
県
民
会
館

谷
口
琴
音
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

〜
花
の
ワ
ル
ツ
〜

4
月
15
日
㈯

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
高
岡
4
階

南
砺
市
い
な
み

全
国
連
句
大
会
2
0
1
7

9
月
9
日
㈯
〜
9
月
10
日
㈰

井
波
木
彫
り
の
里
、

瑞
泉
寺
瑞
泉
会
館

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

● 

ご
寄
付 

●

久
泉　

迪
雄
氏　

10
万
円

　

久
泉
迪
雄
氏
か
ら
、
泉
鏡
花

記
念
金
沢
市
民
文
学
賞
の
賞
金

の
う
ち
、
10
万
円
を
芸
文
協
事

業
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
と
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、
皆

様
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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